
11�D 3日・文化の日
23日・勤労感謝の日

（霜月） November

年金の時効が話題になりましたが、税金にも時効があり、国に対
する還付金等の請求権は、請求することができる日から5年間行使し
ないと時効により消滅します。逆に、国側も法定納期限から5年間行
使しないと国税の徴収権は消滅します。ただし、更正・決定や督促
等をした場合には、徴収権の時効が中断されます。
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国　税／10月分源泉所得税の納付
11月12日

国　税／所得税予定納税額の減額申
請 11月15日

国　税／所得税予定納税額第2期分
の納付 11月30日

国　税／9月決算法人の確定申告
（法人税・消費税等）11月30日

国　税／12月、3月、6月決算法人の
消費税等の中間申告
（年3回の場合）11月30日

国　税／3月決算法人の中間申告
11月30日

国　税／個人事業者の消費税等の中間
申告（年3回の場合）11月30日

地方税／個人事業税第2期分の納付
都道府県の条例で定める日

労　務／労働保険料第3期分の納付
11月30日

（労働保険事務組合委託の　　
場合12月14日まで）
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※税を考える週間 11月11日～11月17日



最
低
賃
金
の
上
昇

平
成
十
九
年
度
の
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
全
国
平
均
で
一
四
円
と
す
る
結

論
が
厚
生
労
働
省
の
諮
問
機
関
で
去
る

八
月
に
決
定
し
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は

来
年
以
降
も
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
は
じ
め
、

人
手
を
多
く
使
う
業
種
な
ど
で
は
、
生

産
性
向
上
な
ど
の
経
営
努
力
の
強
化
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

地
方
で
は
、
公
共
工
事
の
削
減
な
ど

で
景
気
低
迷
傾
向
の
中
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
が
重
な
り
、
さ
ら
に
経
営
者

に
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

賃
金
が
上
昇
す
れ
ば
、
こ
れ
に
関
連

し
て
社
会
保
険
関
係
の
費
用
の
上
昇
に

も
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
人
手
不
足
が
激
し
く
な
り
、

企
業
が
欲
し
い
人
材
が
手
に
入
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
に
は
、
さ
ら
に
賃
金
を
引
き
上
げ
る

必
要
が
出
て
き
ま
す
。

す
で
に
パ
ー
ト
等
の
非
正
規
社
員
の

時
給
は
最
低
賃
金
を
上
回
り
、
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
好
業
績
企
業
が
採
用

を
増
や
せ
ば
、
さ
ら
に
人
材
の
不
足
感

が
高
ま
り
、
よ
り
一
層
の
賃
金
水
準
の

上
昇
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

労
働
経
済
白
書
に
よ
る
と
二
〇
〇
〇

年
―
〇
六
年
の
単
位
時
間
当
た
り
の
労

働
生
産
性
の
上
昇
率
は
年
率
一
・
七
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
対
前
年
比
二
・
一
％
の

上
昇
と
な
り
、
こ
れ
は
、
労
働
生
産
性

の
上
昇
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

常
識
の
壁
を
破
る

効
率
的
な
経
営
が
テ
ー
マ

逆
説
的
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
二
〇
〇
一
年
五
月
に
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
常
識
の
壁
を
打
ち

破
れ
』
で
「
セ
ル
生
産
」
と
セ
ル
生
産

の
中
核
を
な
す
「
一
人
屋
台
生
産
方
式
」

と
い
う
画
期
的
な
生
産
方
式
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
放
送
が
き
っ
か
け
で
、

そ
の
重
要
性
と
経
営
効
果
が
大
企
業
で

も
中
小
企
業
で
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

一
人
屋
台
生
産
方
式

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
る
生
産
方

式
に
疑
問
を
抱
き
、
い
か
に
ム
ダ
な
く

生
産
で
き
る
か
を
考
え
続
け
、
現
場
で

の
研
究
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
行
き
着

い
た
の
が
、
組
立
・
検
査
・
梱
包
な
ど

を
す
べ
て
一
人
の
作
業
者
が
受
け
持
つ

「
一
人
屋
台
生
産
方
式
」
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
長
野
で
は
、
三
〇
人
の
コ
ン

ベ
ヤ
ー
ラ
イ
ン
を
直
し
て
一
六
人
に
し

た
と
こ
ろ
、
生
産
性
が
二
割
上
が
り
、

一
六
人
を
八
人
に
し
た
ら
、
さ
ら
に
二

割
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
な
ら
一

人
で
や
っ
た
ら
も
っ
と
上
が
る
の
で
は

な
い
か
と
試
し
た
ら
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
二
割
上
が
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
能
工
化
に

よ
っ
て
仕
掛
品
の
停
滞
の
ム
ダ
を
な
く

し
、
同
時
に
ラ
イ
ン
か
ら
抜
け
た
人
を

他
の
仕
事
に
活
用
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ド
の
呪
縛
か
ら

解
放
さ
れ
た
ト
ヨ
タ

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
る
分
業
方

式
を
工
業
社
会
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
王
ヘ
ン
リ
ー
・
フ

ォ
ー
ド
で
し
た
。
彼
は
シ
カ
ゴ
の
食
肉

包
装
工
場
で
使
わ
れ
て
い
た
吊
り
下
げ

式
の
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
見
て
、
こ
れ
を
自

動
車
に
持
ち
込
む
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

コ
ン
ベ
ヤ
ー
方
式
に
し
た
と
こ
ろ
、
自

動
車
の
組
立
時
間
が
そ
れ
ま
で
の
五
〇

〇
分
の
一
、
価
格
が
三
分
の
一
に
ま
で

下
が
り
ま
し
た
。
以
後
、
自
動
車
業
界

で
は
こ
の
フ
ォ
ー
ド
方
式
が
常
識
と
な

っ
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
作
業
に
失
敗
し
て
も
コ
ン

ベ
ヤ
ー
を
止
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

た
め
、
最
後
の
検
査
工
程
で
手
直
し
作

業
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
コ
ス

ト
が
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ド
方
式
の
限
界
に
気
づ

い
た
の
が
ト
ヨ
タ
で
し
た
。
ト
ヨ
タ
は

作
業
者
の
意
思
の
力
を
最
大
限
引
き
出

し
、
生
産
工
程
の
な
か
で
品
質
を
着
実

に
作
り
込
め
ば
、
当
時
日
本
の
九
倍
と

い
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
生
産
性
に
打
ち

勝
て
る
と
考
え
た
の
で
す
。

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
山
田
氏
は
、

こ
の
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
思
想
を
受
け

継
ぎ
、
電
機
業
界
な
ど
に
応
用
を
拡
げ

ま
し
た
。
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手
作
り
の
生
産
方
式

「
か
ら
く
り
」

も
う
一
つ
重
要
な
の
が
「
か
ら
く
り
」

で
す
。
こ
れ
は
、
現
場
の
人
自
ら
が
、

自
分
た
ち
の
生
産
に
必
要
な
機
械
設
備

を
手
作
り
す
る
こ
と
で
す
。

今
の
日
本
の
製
造
業
の
現
場
で
は
、

外
部
の
装
置
メ
ー
カ
ー
か
ら
高
価
な
生

産
設
備
を
買
う
の
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
産
設
備
は
優

れ
た
性
能
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
も
の
づ
く
り
を
行
う
と
き
は
、
そ
こ

ま
で
性
能
が
必
要
な
い
場
合
も
多
い
の

で
す
。

む
し
ろ
性
能
を
落
と
す
こ
と
で
、
製

品
の
品
質
向
上
や
生
産
工
程
上
で
の
ト

ラ
ブ
ル
を
解
決
で
き
た
と
い
う
場
合
も

出
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
合
っ

た
、
必
要
最
低
限
の
機
能
を
備
え
た
シ

ン
プ
ル
な
生
産
設
備
を
自
分
た
ち
で
手

作
り
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
高
価
な
設
備
を
買
わ
な
く
て
も

済
む
よ
う
に
な
り
、
収
益
に
か
な
り
貢

献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
来
、
製
造
業
で
は
、
工
場
現
場
の

社
員
に
あ
ま
り
注
目
は
し
て
こ
な
か
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
も
の
づ
く
り
に

携
わ
る
人
は
、
本
来
す
ば
ら
し
い
「
知
」

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ヤ
ー
方
式
に
よ
る
標
準
作
業
の
世

界
に
押
し
込
み
、「
知
」
を
発
揮
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で

す
。も

の
づ
く
り
は
も
と
も
と
、
自
分
た

ち
で
工
夫
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い

も
の
で
す
。

変
わ
っ
て
き
た
も
の
づ
く
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
方
式
の
台
頭

し
か
し
最
近
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先

商
標
生
産
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
分
た

ち
は
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
を
提
供
し
、
も
の

づ
く
り
に
携
わ
ら
な
い
と
い
っ
た
や
り

方
が
多
く
見
ら
れ
、
も
の
づ
く
り
の
ね

じ
れ
現
象
が
現
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
つ
く
る
も
の
は
、
も
は
や
安

さ
で
は
勝
負
で
き
ま
せ
ん
。「
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

が
載
る
こ
と
の
意
味
を
、
製
品
の
な
か

に
ど
う
織
り
込
ん
で
い
く
か
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
中
に
こ
れ
以
上
、
自
動
車
や
テ

レ
ビ
が
増
え
る
か
と
い
う
と
、
資
源
や

環
境
を
考
え
る
と
、
も
う
限
界
に
来
て

い
る
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
コ
ス
ト
の
安
い
大
量
製
品
を

使
う
こ
と
よ
り
、「
良
い
製
品
を
長
く
使

う
方
向
」
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
方
向

に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

「
一
人
屋
台
生
産
方
式
」
や
「
手
作

り
の
生
産
方
式
」
を
導
入
す
れ
ば
、
も

の
づ
く
り
に
際
し
て
の
資
源
の
投
入
量

は
減
り
、
資
源
の
投
入
量
が
減
れ
ば
、

そ
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
利
幅
も
厚
く
な
り
ま
す
。

脱
大
量
生
産
・
大
量
消
費

「
良
い
製
品
を
長
く
使
う
」
と
い
う

価
値
観
も
大
切
と
な
り
ま
す
。
こ
の
二

つ
を
合
わ
せ
た
脱
「
大
量
生
産
・
大
量

消
費
」
の
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
早
急
に
構
築
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

中
国
等
の
製
品
が
増
え
、
い
ま
日
本

人
の
中
に
は
、「
安
く
て
も
す
ぐ
に
壊
れ

る
よ
う
な
質
の
低
い
製
品
は
要
ら
な
い
。

少
し
ば
か
り
高
く
て
も
長
持
ち
す
る
質

の
良
い
製
品
が
欲
し
い
」
と
い
う
人
が

着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
製
造
業
と
し

て
も
、
ム
ダ
な
製
品
を
つ
く
ら
ず
に
済

み
、
地
球
環
境
問
題
に
も
大
き
く
貢
献

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
意
識
の
方

向
性
を
変
え
れ
ば
実
現
は
可
能
と
な
る

で
し
ょ
う
。

地
産
・
地
消
の
時
代
の
到
来

こ
れ
か
ら
一
〇
年
、
も
の
づ
く
り
も

「
地
産
地
消
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。「
地
産
地
消
」
と
は
、〝
地
元
で
採

れ
た
コ
メ
や
野
菜
、
魚
、
肉
な
ど
を
使

っ
て
調
理
し
、
地
元
で
消
費
し
よ
う
〞
と

い
う
運
動
で
す
。

つ
い
こ
の
五
〇
年
前
ま
で
日
本
人
は
、

こ
と
さ
ら
意
識
を
し
な
く
と
も
、
そ
の

よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
日
々
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
の
世
界

で
も
、
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
用

品
は
、
地
元
の
職
人
が
つ
く
っ
て
提
供

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の

時
代
に
入
り
、
流
通
網
の
発
達
と
と
も

に
全
国
各
地
で
生
産
さ
れ
た
製
品
が
ス

ー
パ
ー
な
ど
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
国
際
分
業
が
盛
ん
に
な
り
、
中

国
を
は
じ
め
世
界
各
国
で
つ
く
ら
れ
た

製
品
が
日
本
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
か
つ
て
の
よ

う
な
「
地
産
地
消
」
に
戻
す
の
は
難
し

い
と
考
え
る
人
も
い
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
製
造
業
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
で
十
分
に
採
算
が
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
工
場
も
多
額
の
設

備
投
資
も
必
要
な
く
、
質
の
高
い
製
品

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
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二
〇
〇
五
年
十
一
月
、
ユ
ネ
ス
コ
が

行
っ
た
「
人
類
の
口
承
及
び
無
形
遺
産

の
傑
作
の
宣
言
」
の
中
で
、
日
本
の
歌

舞
伎
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
歌
舞
伎
は
「
無
形
文
化
遺
産
」
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

無
形
文
化
遺
産
と
は
、
世
界
遺
産
の

適
用
外
に
な
っ
て
い
る
無
形
の
文
化
遺

産
の
継
承
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
奨
励

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
日

本
で
は
能
楽
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
が
す

で
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

歌
舞
伎
の
始
ま
り
は
、
自
称
「
出
雲

大
社
の
巫
女
」
阿
国
（
お
く
に
）
の
一

座
の
踊
り
「
か
ぶ
き
踊
り
」
で
す
。
民

衆
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
た
も
の

の
、
風
紀
を
乱
す
と
い
う
理
由
で
女
性

の
出
演
が
禁
じ
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れ
、
そ
れ
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は
男

性
が
演
じ
る
よ
う
に
な
り
、「
女
形
」

と
い
う
独
特
の
表
現
方
法
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

ターゲットを絞り込んだユニークなマンシ
ョンが、にわかに注目を集めています。
たとえば、車好きのためのビルトインガレ

ージ付物件は、「豪邸でなければ実現できな
いような贅沢さ」と好評で、空き待ちができ
るほど。オートバイ販売チェーン大手が企画
する、ビルトインガレージ付マンションのバ
イク版「ライダーズマンション」は、エレベ
ーターにバイクごと乗り込める上、オートバ
イ店舗がマンションに併設と、バイク好きに
とっては至れり尽くせりの物件に仕上がって
います。
最も普及しているのが、ペット対応型マン

ションでしょう。ペットを飼うのではなく、
共生するという視点で作り込まれており、ペ
ット足洗い場やリードフック、グルーミング
ルームのほか、ドアや床材もペット対応の素
材が用いられているものがほとんどです。ラ
イフスタイルの多様化に合わせ、マンション
も今後、さらに多様化していくことが予想さ
れます。

脱競争？　あなたに合った
「完璧な顧客」の獲得方法とは…

ビジネスは、いつも激しい顧客獲得競争に

さらされています。しかも苦労して獲得した

顧客でも良好な関係が続けられるとは限りま

せん。でもそんな不毛な競争にピリオドを打

つ方法があるというのです。自分にとっての

「完璧な顧客」を獲得しさえすれば…。そんな

方法があるのでしょうか。

アメリカのジャン・ストリンガーとステー

シー・ホールの共著『顧客は追いかけるな！』

によれば、相手にしたくない顧客、嫌いな客

は追いかけなくていいと、言います。自分に

とって価値観がぴったり合う「完璧な顧客」

とだけ取引すれば、売上げが上がるというの

です。そのためにはまず自分が引き寄せたい

顧客を明確にして、その顧客を強く思うのだ

そうです。そうすれば完璧な顧客が引き寄せ

られるとのこと。

にわかに信じがたいですが、望みを心に強

く描けばそれを具現化できるということは最

新の量子力学の「マインド・オーバー・マタ

ー」の研究でも支持されていると述べていま

す。「マインド・オーバー・マター」とは、今

の思考パターンを変え、望む結果をイメージ

することに集中すれば、物事の結果をコント

ロールできるという考えです。

まず、自分の心の中にある、あなたが価値

を感じる言葉、たとえば「誠実さ」「喜び」

「自信」「貢献」などを明らかにすることが必

要です。そしてそこから自分の使命を導き、

ビジネスの使命と一致させていくことが前提

となります。

本の中では「もし使命を忘れてビジネスを

続けていくと、ニーズと合わない顧客が集ま

ってくることになるだろう」とも言っていま

す。つまり自らの使命をしっかり認識し、完

璧な顧客を描いてビジネスに取り組めば、そ

のような結果が望めるということ。

さてさて、あなたは「完璧な顧客」を明確

に描くことができますか？

変わり種マンション無
形
文
化
遺
産
の
歌
舞
伎




